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第２期ふじさわ自殺対策計画（素案）パブリックコメントのまとめ 

 

 いただいた意見は、類型化し、意見に対する市の考え方、計画への反映状況を記載しま

した。 

いただいた意見の計画への反映状況について次の番号で分類しています。 

 

  ① 計画に反映した意見        ０件 

② 計画に含まれている内容とする意見 ３件 

③ 今後の取組の参考とする意見    １件 

合 計              ４件 

 

番 

号 
意見等の概要 内訳 市の考え方 

意見 

反映 

１ 

現に孤立している人の

みならず、誰にでも自

殺のリスクがあること

から、全ての人に対し

てそのことの周知啓発

が必要であると思う。 

周知啓発

に関する

もの 

「自殺のリスク」について自分事として

捉えることは重要であると認識してお

り、計画本文 24ページ第３章「４ 基本

施策（３）市民の気づきを促進」に、「自

殺に追い込まれるという危機は“誰にで

も起こり得る危機”であり、危機状態の

ときには誰かに援助を求めることが大切

であることを社会全体の共通認識となる

ように普及啓発を図る」ことついて記載

しています。市民全体の共通認識となる

よう周知啓発の推進に努めてまいりま

す。 

 

 

 

 

 

② 

２ 

自殺の衝動を防ぐ取組

が重要であり、また精

神疾患に対しての偏見

などから医療機関の受

診やつらいときには休

息を取るなどの適切な

対応をためらわないよ

うに、正しい知識や対

応方法を普及啓発する

必要があると思う。 

周知啓発

に関する

もの 

自殺に気持ちが傾いた人の早期発見、早

期対応を図るゲートキーパーの養成は重

要と考えており、計画本文 23ページ第３

章「４ 基本施策（２）自殺対策を支える

人材の育成」に人材の育成について記載

しています。一人でも多くの市民に精神

疾患の正しい知識や理解を広めることが

重要と認識しており、受診や休息など適

切な対応がとれるよう、幅広く普及啓発

活動に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

② 



    

2 

 

番

号 
意見等の内容 内訳 市の考え方 

意見 

反映 

３ 

スタッフや場所の確保

が難しいなどの課題も

あると思うが、ゲート

キーパー養成だけでな

く、相談窓口や地域の

縁側事業を拡充し、一

人ひとりに対応できる

体制づくりができると

よい。様々な機会を利

用して市民全体に自殺

を防ぐ意識を高める必

要があると思う。 

 

相談体制

等の充実

に関する

もの 

相談窓口の充実は重要なことと捉えてお

り、計画本文 26ページ第３章「４ 基本

施策（４）こころの健康づくりとこころ

の健康を支援する環境づくりを推進」に、

「困難な事態において相談する機会が得

られるよう、相談機関の周知・体制整備」

の推進について記載しています。また、

相談窓口の充実に加えて、孤独・孤立を

防ぐ居場所の確保は「生きることの促進

要因」につながるものと認識しており、

庁内関係各課と連携し取組の充実に努め

てまいります。 

 

 

 

 

 

 

③ 

４ 

就労支援や経済的援助

等を実施する関係機関

との連携の強化が、自

殺に追い込まれる前の

早期支援につながると

思う。 

関係機関

との連携

に関する

もの 

様々な関係機関との連携により、総合的

に自殺対策が推進されることが大切であ

るため、計画本文 22 ページ第３章「４ 

基本施策（１）地域におけるネットワー

クの強化」に、行政・民間・市民が連携・

協働し社会全体として自殺対策を総合的

に推進することについて記載していま

す。就労や経済的支援等につきましても

関係機関と連携し重層的な支援に努めて

まいります。 

 

 

 

 

 

② 

 

以 上 

（事務担当 健康医療部保健所保健予防課） 

 


